平成30年度全国高校総体三重大会のルールについて

H30.3.20全国高体連専門委員長会議より　　
１　個人試合においても判定基準に「僅差」(指導差２)を導入する。
２　延長戦に入った場合，従来通り「技有」以上もしくは指導差が出た時点で勝敗を決する。

　　＊参考：新ルールでは，「技有」以上もしくは「反則負」で勝敗を決する。

　　＊団体試合(代表戦含め)と同じ判定基準で実施となる。(ただし，団体試合は「引き分け」があるが，個人試合は「引き分け」がない)
以上により　平成30年度県高校総体より　全国高体連新ルール（申し合わせ事項）を適用する。
